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はじめに

            

は  

じ  

め  

に

こ
の
本
は
、
表
題
の
左
に
も
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
一
九
八
五
年
当
時
、「
日
経
連
」
と
「
総
評
」

に
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。
送
付
し
た
も
の
は
手
書
き
で
書
い
た
も
の
を
謄
写
し
た
粗

末
な
も
の
で
あ
っ
た
が
早
速
両
者
か
ら
、
返
事
を
い
た
だ
い
た
。

最
初
は
日
経
連
の
ほ
う
か
ら
だ
っ
た
。
丁
寧
な
内
容
で
本
の
中
の
理
髪
業
の
労
働
生
産
性
の
と
こ
ろ

に
つ
い
て
、「
お
っ
し
ゃ
る
通
り
だ
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

続
け
て
総
評
か
ら
の
内
容
は
、「
労
働
生
産
性
基
準
原
理
は
破
綻
し
て
い
る
。
我
々
は
今
後
も
主
張

し
て
い
き
た
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

「
労
働
生
産
性
基
準
原
理
」
は
、
賃
金
の
上
昇
を
労
働
生
産
性
の
伸
び
の
枠
内
に
収
め
る
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。

一
九
七
○
年
か
ら
日
経
連
は
こ
れ
を
提
唱
し
て
い
る
。
一
九
七
五
年
か
ら
は
「
報
告
書
」
を
出
し
て

徹
底
を
図
り
、
春
闘
の
中
で
総
評
な
ど
の
労
働
団
体
と
対
峙
す
る
。
両
者
は
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
を
通

じ
て
激
し
く
自
分
た
ち
の
立
場
を
主
張
す
る
。
そ
れ
は
賃
金
に
つ
い
て
の
労
使
の
「
闘
争
」
に
相
応
し
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い
も
の
で
あ
っ
た
。

「
日
経
連（
日
本
経
営
者
団
体
連
盟
）」は
、二
○
○
二
年
に「
経
団
連（
経
済
団
体
連
合
会
と
合
併
し
、

現
在
の
「
経
団
連
（
日
本
経
済
団
体
連
合
会
）」
に
な
っ
た
。

「
総
評(
日
本
労
働
組
合
総
評
議
会
）」
は
、「
同
盟
（
全
日
本
労
働
総
同
盟
）」、「
中
立
労
連
」、「
新

産
別
」
と
と
も
に
労
働
４
団
体
が
統
一
し
、
一
九
八
八
年
に
「
連
合
（
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
）」

が
誕
生
し
た
。

な
ぜ
、
こ
の
文
書
を
日
経
連
と
総
評
に
送
っ
た
か
と
い
う
と
、
当
時
の
経
団
連
は
財
界
の
お
目
付
役

と
い
わ
れ
、
労
働
団
体
と
の
賃
金
交
渉
は
専
ら
日
経
連
が
お
こ
な
っ
て
い
た
。
ま
た
労
働
団
体
の
ほ
う

は
、
総
評
が
賃
金
闘
争
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
日
経
連
の
専
務
理
事
と
総
評
の
議
長
が
、

テ
レ
ビ
で
自
分
た
ち
の
主
張
を
喧
々
諤
々
と
言
い
あ
い
、
多
く
の
国
民
の
関
心
を
よ
ん
だ
。

総
評
議
長
の
主
張
の
根
拠
は
物
価
上
昇
と
労
働
分
配
率
で
あ
っ
た
が
、
日
経
連
専
務
理
事
は
い
つ
も

労
働
生
産
性
基
準
原
理
を
持
ち
出
し
て
い
た
。

こ
の
こ
ろ
は
例
年
春
先
に
な
る
と
、
日
本
全
国
で
春
闘
が
は
じ
ま
る
。
賃
上
げ
闘
争
だ
。
ス
ト
ラ
イ

キ
も
あ
り
、
各
単
産
で
の
妥
結
が
な
け
れ
ば
電
車
も
バ
ス
も
と
ま
る
。
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両
者
の
間
に
入
る
の
は
、
中
央
と
地
方
の
労
働
委
員
会
で
あ
る
。
賃
上
げ
は
全
国
的
に
も
影
響
が
あ

る
の
で
、
労
働
団
体
の
各
連
合
体
の
交
渉
が
ま
と
ま
ら
な
け
れ
ば
、
中
央
労
働
委
員
会
に
持
ち
こ
ま
れ

る
。
こ
こ
で
は
法
律
に
基
づ
い
て
斡
旋
、
調
停
、
仲
裁
の
三
段
階
を
も
っ
て
労
使
間
の
妥
結
を
促
す
。

最
後
の
仲
裁
は
強
制
力
を
も
っ
て
い
る
が
、
最
後
は
調
停
と
い
う
形
で
提
示
さ
れ
る
。

一
方
、
準
公
務
員
と
さ
れ
る
公
共
企
業
体
等
労
働
組
合
（
三
公
社
五
現
業
）
は
、
公
共
企
業
体
等
労

働
組
合
労
働
委
員
会
に
持
ち
込
む
こ
と
に
な
る
。

大
手
企
業
の
労
使
は
、
こ
の
よ
う
な
動
き
や
他
企
業
の
状
況
を
み
な
が
ら
交
渉
を
す
す
め
る
。

そ
の
中
で
注
目
さ
れ
指
標
と
さ
れ
る
産
業
も
あ
る
。
鉄
鋼
、
自
動
車
、
私
鉄
、
電
機
な
ど
で
あ
る
。

例
え
ば
電
機
は
、
関
西
の
松
下
や
三
洋
、
関
東
の
日
立
や
東
芝
な
ど
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
歩
調
を
あ

わ
せ
る
。
関
西
が
早
く
妥
結
し
た
よ
う
だ
と
報
道
さ
れ
る
と
、
そ
れ
を
横
目
に
関
東
で
も
妥
結
さ
れ
て

い
く
。
互
い
の
状
況
を
見
合
い
な
が
ら
進
め
る
の
で
あ
る
。
最
後
は
百
円
玉
一
枚
ず
つ
積
み
上
げ
る
詰

め
の
交
渉
と
な
る
。
中
小
企
業
も
そ
れ
ら
の
交
渉
を
意
識
す
る
。

春
闘
は
春
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
だ
。
労
働
者
は
一
喜
一
憂
す
る
。

公
務
員
の
ほ
う
は
職
種
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
労
働
三
権
の
う
ち
の
争
議
権
が
制
限
さ
れ
て
い
る
の


